
平
成
最
後
の
御
船
町
消
防
団
出
初
め

式
は
１
月
13
日
、御
船
新
橋
下
（
お

祭
り
広
場
）
で
行
わ
れ
、
町
消
防
団
（
内

村
光
宏
団
長
・
４
２
１
人
）
の
１
年
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
藤
木
正
幸
町
長
が
「
地
域
に
お

け
る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
町
民
の

力
、
地
域
の
力
を
結
集
し
て
、
今
後
の
消
防

活
動
に
あ
た
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

続
く
表
彰
で
は
、
県
知
事
や
県
消
防
協

会
長
か
ら
団
員
36
人
へ
、
町
か
ら
無
火
災

の
分
団
と
班
に
、賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
団
員
は
防
火
衣
を
身
に
ま

と
い
、
小
型
ポ
ン
プ
を
始
動
さ
せ
「
放
水

始
め
」
の
爆
竹
で
一
斉
に
放
水
。
御
船
城

山
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
と
木
倉
少
年
野
球
団

も
放
水
体
験
を
し
、
新
春
の
御
船
川
に
31

本
の
水
と
虹
の
ア
ー
チ
を
描
き
ま
し
た
。

昨年は、御船町消防団永年の悲願でもあった、県
消防操法大会での優勝を第４分団第２班が成し

遂げてくれました。この優勝は、御船町消防団の消防
技術の高さが証明されたもので、今後も各団員が切磋
琢磨し、消防技術が向上することを期待しています。
その中で団員には三つのお願いがあります。
　一　消防団を楽しんでほしい。
　二　魅力ある消防団づくりを心がけてほしい。
　三　御船町消防団員としての自覚と誇りを強く持っ

てほしい。
　以上のことを心がけ、町民の安心安全のため、一丸
となって精進してほしいと思います。

団長　内村　光宏　
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　消防団員は、火災、地震、風水害な
どの災害から、町民の生命、身体、財
産を守ります。18歳以上の人で、消
防団活動が可能であれば町外からの入
団もできます。団員には、報酬支給、
公務災害補償、福祉共済などの保証も
あります。消防団から入団勧誘があり
ましたら、快諾をお願いします。女性
消防団員も同時に募集しています。

熊
本
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
（
勤
績
賞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
勤
15
年
以
上

　　

中
村　

辰
也　
　
（
第
５
分
団
分
団
長
）

　

松
本　

宜
大　
　
（
第
４
分
団
副
分
団
長
）

　

山
下　

雄
一
郎　
（
第
１
分
団
第
１
班
）

　

勝
本　

和
哉　
　
（
第
４
分
団
第
３
班
）

　

森　
　

昭
浩　
　
（
第
７
分
団
第
１
班
）

　

櫛
村　

幸
太　
　
（
第
１
分
団
第
３
班
）

　

西
田　

昌
平　
　
（
第
１
分
団
第
４
班
）

　

村　

大　
　
　
（
第
１
分
団
第
４
班
）

　

渡
邉　

洋
平　
　
（
第
１
分
団
第
５
班
）

　

栗
永　

裕
士　
　
（
第
５
分
団
第
１
班
）

　

井
上　

登　
　
　
（
第
７
分
団
第
１
班
）

　

坂
本　

雅
哉　
　
（
第
７
分
団
第
４
班
）

　

石
工　

剛　
　
　
（
第
８
分
団
第
２
班
）

　

松
本　

哲
也　
　
（
第
８
分
団
第
３
班
）

　

前
川　

俊
司　
　
（
第
８
分
団
第
４
班
）

　

本
田　

宗
一
郎　
（
第
９
分
団
第
２
班
）

　
無
火
災
表
彰

　

５
年
間
無
火
災　

第
３
分
団

　

４
年
間
無
火
災　

第
４
分
団
、
第
８
分
団

　

３
年
間
無
火
災　

第
２
分
団

　

２
年
間
無
火
災　

第
６
分
団
、
第
９
分
団

　

１
年
間
無
火
災　

第
１
分
団
、
第
７
分
団

永
年
無
火
災
班
表
彰

　

15
年
間
無
火
災　

第
６
分
団
第
３
班

　

５
年
間
無
火
災　

第
１
分
団
第
２
班

　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
分
団
第
３
班

　
　
　
　
　
　
　
　

第
７
分
団
第
１
班　

▼
表
彰
者
（
敬
称
略
）

　女性消防隊では、初めて放水作業を体
験しました。使用したポンプは宝くじ助成
金で贈呈されたものであり、通常の小型ポ
ンプよりコンパクトで簡単に使用するこ
とができます。持ち運びも専用の台車に
載せて移動可能。放水後は、炊き出し訓
練の一環で、豚汁や防災非常食米と非常
用レトルトカレーで作ったカレーライス
を団員や式参加者などに振る舞いました。

1_ 子どもたちと一緒に一
斉放水　2_ 御船中学校吹
奏楽部による演奏　3_ 女
性消防隊による炊き出し　
4_ 分団長らの一糸乱れぬ
姿勢　5_ 熊本県知事表彰
を受けた吉村勝博第２分団
長　6_ 観閲を行う藤木町
長

１

2

3

４

５６

新春の御船川に架かる虹のアーチ

消防団出初め式
平成30年度

団員
募集

自分たちの町は
　　自分たちで守る

町職員女性消防隊
　　　　　放水作業

活
　躍

熊
本
県
知
事
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
勤
25
年
以
上

　

吉
村　

勝
博　
　
（
第
２
分
団
分
団
長
）

　

山
下　

俊
暢　
　
（
第
４
分
団
分
団
長
）

　

坂
本　

直
行　
　
（
第
６
分
団
第
３
班
）

　

赤
星　

護　
　
　
（
第
１
分
団
第
５
班
）

　

阪
本　

幸
一　
　
（
第
３
分
団
第
３
班
）

　

島
田　

誠
也　
　
（
第
４
分
団
第
２
班
）

　

髙
本　

三
也　
　
（
第
４
分
団
第
３
班
）

　

村
本　

幸
正　
　
（
第
４
分
団
第
３
班
）

熊
本
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
（
功
績
賞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
勤
20
年
以
上

　

麻
井　

誠
治　
　
（
第
６
分
団
副
分
団
長
）

　

中
村　

幸
生　
　
（
第
２
分
団
第
１
班
）

　

上
田　

和
秀　
　
（
第
２
分
団
第
１
班
）

　

藤
田　

篤
嗣　
　
（
第
４
分
団
第
１
班
）

　

嶋
村　

星
志　
　
（
第
４
分
団
第
３
班
）

　

石
坂　

正
邦　
　
（
第
４
分
団
第
３
班
）

　

岩
田　

一
成　
　
（
第
４
分
団
第
３
班
）

　

坂
田　

充　
　
　
（
第
６
分
団
第
２
班
）

　

成
瀨　

隆
治　
　
（
第
７
分
団
第
１
班
）

　

福
田　

拓
馬　
　
（
第
８
分
団
第
３
班
）

　

川
地　

祐
一　
　
（
第
９
分
団
第
１
班
）

　

杉
本　

栄
治　
　
（
第
９
分
団
第
１
班
）
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